

農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第137号

	お知らせの
タイトル
	農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第137号が発刊されました

	[bookmark: _Hlk89948011]概　　要
	農水省が平成２８年７月１５日に創刊した「農村ふるさと保全通信」は、多面の活動組織のネットワーク形成や、国民の皆さんへの理解醸成を推進することを目的としたメールマガジンです。
多面的機能支払の活動組織の紹介や、地域資源保全の新技術などの情報を月1～2回程度配信しています。（最新号は2024.5.17発刊の第137号です。）
バックナンバーについては、農水省のＨＰよりご覧になれます。

	


内　　容




	
第１３７号の目次

１．活動組織の活動紹介
☆阪 (さか)原町 (はらちょう)環境保全向上活動組織（奈良県奈良市阪原町）☆
耕作放棄の防止を目的にコスモスを栽培し、毎年「コスモス祭り」を開催しています！営農組合の直売所には市外からの来客者も増えています！
☆上古 (かみふっ)戸 (と)地区 (ちく)環境保全会（愛知県北設楽郡 (きたしたらぐん)東栄町 (とうえいちょう)）☆
移住者や他の地域団体なども参加し、地域一丸となって草刈りや清掃活動に取り組んでいます！

２．活動組織へのインタビュー
☆神代 (こうじろ)地区資源保全活動組織（長崎県雲仙 (うんぜん)市 (し)国見町 (くにみちょう)）☆
土地改良区が解散した中でも、多面的機能支払交付金を利用することで、農業用水路の補修が継続できています！組織の代表の方にインタビューを行いました！

３.　活動組織の活動の啓発・普及紹介
☆船木 (ふなぎ)クラブ（長崎県平戸市 (ひらどし)船木町 (ふなぎちょう)）☆
　景観形成活動や水質保全活動に関する広報誌を毎年作成し、地域の方々への周知を図っています！

４ 令和6年度 5～7月の多面的機能支払イベントカレンダーを作成しました！

【編集後記】　

以　　上




